開館35周年記念 コレクションへの招待
１　北海道立近代美術館の名品１００ Part２
（同時開催／新収蔵品展）

会期：平成24年5月19日（土）～7月13日（金）
会場：北海道立近代美術館　常設展示室
主催：北海道立近代美術館
後援：札幌市・札幌市教育委員会
協力：JR北海道

北海道立近代美術館の名品１００ Part２
[bookmark: OLE_LINK1]Invitation to Our Collection-Part2
100Selected Pieces of the Hokkaido Museum of Modern Art 
この展覧会は、約40年にわたって築いてきた当館コレクションの精華（2012年現在、4,412点）をPart1、Part2の二期にわたり紹介するというもの。絵画作品は、常設展示室１階の全フロアを使って紹介した。
Part2では、開館当初より収集を進めてきた「エコール・ド・パリ」に焦点をあて、総数286点のなかから、選りすぐりの名品を「海外の美術－パスキンとエコール・ド・パリの画家たちを中心に」と題して紹介。ここには、アメリカの代表的画家として活躍し、パスキンとも交流があった国吉康雄の＜横たわる裸婦＞も加えた。
また、当館の版画コレクションは、現在、1,721点にのぼる。そのなかでも大きな柱となっているのは、ヨーロッパ版画と浮世絵コレクション、そして日本の近代版画である。特にヨーロッパ版画は、16世紀初頭から20世紀まで幅広い時代にわたり、デューラーの＜聖エウスタキウス＞など版画史上、重要な作品が含まれていることが特徴になる。Part2では、「ヨーロッパ版画と現代美術」をテーマに、当館が所蔵するヨーロッバ版画の名品とともに、北海道を舞台に活躍している現代作家の作品を紹介した。
[bookmark: _GoBack]開館以来、アール・ヌーヴォー、アール・デコ期のガラスをはじめ、日本の近代ガラスなどの作品収集と並行して、当館では、積極的にガラスに関する展覧会を開催してきた。約40年にわたる収集活動によって、現在（2012年3月末）の当館ガラス・コレクションは、1,042点を数える。そのなかから、当館の代表的なガラス作品を紹介すべく常設展示室２階でP art1、Part2を通じて、「Glass　Fantasy」と題し、アール・ヌーヴォー期のガラスから現代ガラスまでの優品の数々を展示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　特別企画として、「あなたが選ぶこの1点　もうひとつの･･･コレクションへの招待名品10」を行った。これは、来館者自身にとっての名品をアンケート用紙に書いてもらい、集計して、特別コーナーで紹介するというもの。Part1では、岩橋英遠＜道産子追憶之巻＞、Part2では三岸節子＜摩周湖＞が最も票を集めた。

展示構成
Ⅰ　海外の美術－パスキンとエコール･ド・パリの画家たちを中心に
Ⅱ　ヨーロッパの版画と現代美術
Ⅲ  Glass Fantasy

新収蔵品展
New Acqusitions
　平成23年度、北海道立近代美術館では8作家、47点の作品を新たに収蔵した。東京で画業を開始し、のちに来道して室蘭の美術界を率いた高野次郎、木版画の世界で確かな実績を残してきた木村多伎子、音楽に着想を得て幻影的な作風を展開してきた木村富秋、シュルレアリスム的なイメージの描き手として知られる桂川寛、アジアの情景を静謐な日本画に結実させた福井爽人、パリに渡り鮮烈な色とフォルムを表出させた上野小夜美。そのほか、芸術や社会に対する批評的な姿勢を貫いてきた郭徳俊の「大統領と郭」シリーズ最新作も紹介した。また、木綿の撚糸を用いて、力強い造形活動を展開してきた中村木美の新境地を示す作品群も当館のコレクションに加わった。


●作品展示
日本通運株式会社

●会場造作
株式会社松原建装

●広報印刷物
ポスター／B２判
チラシ／A４判（A３二つ折り）、両面カラー
印刷／岩橋印刷株式会社
デザイン／畠山尚

●関連印刷物
2012アートフル・ガーデンおさんぽ MAP／
A６判（A３折りじゃばら四つ折り×二つ折り２つ）、片面カラー
印刷／岩橋印刷株式会社
イラスト･デザイン／すずきもも

あなたが選ぶこの一点（投票用紙）／A４判、片面１色
印刷／岩橋印刷株式会社

出品目録／A４判（A3二つ折り）、両面１色
印刷／岩橋印刷株式会社

●関連事業
［ギャラリー・トーク］会場は常設展示室
日時：4月7日（土）、21日（土）午後2時～2時30分
講師：穂積利明（当館主任学芸員）
内容：「表象にみる北海道－今に至る絵画、建築、都市の120年」

［ギャラリー・トーク］会場は常設展示室
日時：4月28日（土）、5月12日（土）午後2時～2時30分
講師：薗部容子（当館学芸員）
内容：「江戸の音曲事情」

［ギャラリー・トーク］会場は常設展示室
日時：5月26日（土）、6月9日（土）午後2時～2時30分
講師：苫名真（当館学芸第二課長）
内容：「エ・コール・ド・パリ－異邦人の夢」

［ギャラリー・トーク］会場は常設展示室
日時：6月23日（土）、7月7日（土）午後2時～2時30分
講師：松山聖央（当館学芸員）
内容：「アール･ヌーヴォーと万国博覧会」

［アートなお菓子で、キンビ３５周年をお祝いしよう！］
会場：２階ロビー特設会場
日時：5月25日（金）～27日（日）午前11時～15時
内容：道立近代美術館周辺の洋菓子店に「コレクションへの招待」展示作品をテーマとしたオリジナル商品などの制作を依頼し、来館者に生ケーキ・焼き菓子などを販売した。
     来場者には、イラストマップ「アートフル・ガーデンおさんぽmap」を配布した。


●主な新聞・雑誌記事等
『北海道新聞』「所蔵品200点を精選　近代美術館、7月まで展示」平成24年４月２日（月）夕刊
『オトン』 Vol.41「会いに行ける名作②　神田日勝『室内風景』」平成24年3月号
『オトン』Vol.42「会いに行ける名作③　林竹治郞『朝の祈り』」平成24年４月号

北海道新聞「所蔵品200点を精選　近代美術館、7月まで展示」平成24年4月2日（夕）『ポロコ』2012年4月号




